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研究成果の概要（和文）：インドネシア・マルク州およびミクロネシア連邦には、基本的にトウガラシとキダチ
トウガラシのみが分布し、インドネシアのジャワ島・スマトラ島・スラウェシ島で栽培・利用されているロコト
類およびハバネロ類は分布しないことが明らかとなった。この結果は、トウガラシ属植物のアジアへの伝播を考
える上で、非常に有益な情報となりうる。ミクロネシア連邦では、果実が関節痛・眼病・駆虫・下痢・歯痛・頭
痛・鼻水に、種子が歯痛に、葉が眼病・傷口・止血・耳垂れに、花が難産に、根が傷口に利用されており、トウ
ガラシ属植物の様々な部位が薬として用いられている点が、日本のトウガラシ属植物の薬用例と大きく異なるこ
とが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：It is known that Capsicum pubescens and C. chinense are distributed on Java,
 Kalimantan, and Sulawesi islands, Indonesia. However, in Maluku Province of Indonesia and the 
Federated States of Micronesia (FSM), these two species were not found. This result would be very 
informative to consider dispersal routes of Capsicum spp. to Asia. Fruits, seeds, leaves, flowers, 
and roots were used to treat various ailments in Maluku Province and the FSM: fruits for wounds 
(Maluku) and painful joints, eye diseases, diarrhea, toothaches, and headaches (FSM); seeds for 
toothaches (FSM); leaves for boils, fever convulsion, diarrhea, eye diseases, and toothaches 
(Maluku) and eye diseases and wounds (FSM); flowers for promoting childbirth or blood expulsion in 
pregnant women (FSM); and roots for promoting blood expulsion in pregnant women (Maluku) and wounds 
(FSM). It is confirmed that well-known remedies (fruits for diarrhea and leaves for wounds/boils) in
 Oceania are also applied in these two regions.

研究分野： 民族植物学・熱帯農学
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１．研究開始当初の背景 
 トウガラシ属植物（主にトウガラシ、
Capsicum annuum）は、1493 年コロンブスが
初めて新大陸からヨーロッパへ伝えた後、ア
フリカを経由してインドへは 1542 年に、中
国へは明朝末期（1640 年頃）、日本へは 16 世
紀に伝播したと考えられている（山本 
2010）。また、一部のキダチトウガラシ（C. 
frutescens）は、新大陸から直接オセアニアを
経由してアジアに伝播した可能性、そして東
南アジア・東アジアの島嶼部を「島伝い」に
伝播した可能性が高いことも指摘されてい
る（Yamamoto et al. 2011）。さらに、インドネ
シアにはトウガラシとキダチトウガラシの 2
種に加え、ロコト類（C. pubescens）およびハ
バネロ類（C. chinense）も分布することが明
らかとなっている（Yamamoto et al. 2013, 
2014）。これら 4 種のアジアへの伝播を考え
る上で、インドネシアの離島部やミクロネシ
アは非常に重要な地域となるが、同地域にお
けるトウガラシ属植物の分布や利用に関す
る情報は極めて少ないのが現状である。 
 
２．研究の目的 
トウガラシ属植物の遺伝資源・文化資源に

関する調査は、インドネシアの離島部の中で
も非常にアクセスの悪いマルク州で行い、4
種の分布状況およびそれらの利用方法を明
らかにする。ミクロネシア連邦については、
まだ調査がなされていないヤップ州におい
てトウガラシ属植物の民族植物学的な調査
を行う。チューク州、ポンペイ州、コスラエ
州に関する情報はあるものの（Yamamoto 
2011, 2012, 2013）、これらの州においても追
加調査を行い、ミクロネシア連邦におけるト
ウガラシ属植物の利用を他地域と比較する。 
 
３．研究の方法 
トウガラシ属植物を市場・耕地・庭畑・集

落周辺・二次林等で調査し、遺伝資源として
相手国研究機関に保管する。次に、遺伝資源
を収集するとき、実際にその果実を示しなが
ら文化資源に関する聞き取り調査を行う。調
査項目は、これまでに台湾・フィリピン・カ
ンボジア・ラオス・タイ・ミャンマーなどで
調査してきた項目を踏襲し、トウガラシ属植
物の呼称、食文化、酒文化などとする。現地
調査は、インドネシア・マルク州に関しては
2015 年 11 月にアンボン島およびケイ諸島、
2016 年 12 月にセラム島、2017 年 2 月にタニ
ンバル諸島、2017 年 11 月にアル諸島、ミク
ロネシア連邦に関しては 2015 年 8 月にヤッ
プ州、2016 年 8 月にポンペイ州、2017 年 8
月にチューク州において行った。 
 
４．研究成果 
(1) 遺伝資源 
 マルク州およびミクロネシア連邦では、熱
帯・亜熱帯で幅広く利用されているトウガラ
シおよびキダチトウガラシが主に栽培・利用

されていた。サンゴ礁でできた低島では、キ
ダチトウガラシがトウガラシよりも栽培に
適しているのか、その利用頻度が高かった。 
ロコト類はアンデス山脈の中・高標高地を

原産地とし、黒い種子や毛深い茎葉といった
他の栽培種とは大きく異なる形態的特徴を
持つ（Eshbaugh 1975）。アジアでは現在のと
ころインドネシアのジャワ島・スマトラ島・
スラウェシ島での栽培が確認されているが
（Yamamoto et al. 2013）、マルク州およびミク
ロネシア連邦ではその分布を確認できなか
った。 
ハバネロ類はアンデス山脈東側の低地を

原産地とし、熱帯アメリカの幅広い地域、特
にカリブ海やメキシコ南部からブラジル、ボ
リ ビ ア に か け て よ く 利 用 さ れ て い る
（Pickersgill 1969; Andrew 1995）。インドネシ
アではジャワ島・スマトラ島・スラウェシ島
にハバネロ類が分布し、果形の異なる系統が
複数存在しており、南スラウェシのタナトラ
ジャ地域の市場では特異的にハバネロ類が
多く販売されている（Yamamoto et al. 2014）。
しかし、マルク州ではその栽培・利用を確認
できなかった。ミクロネシア連邦の一部の島
ではハバネロ類が栽培されていたが、近年の
導入であり、彼らのいう「昔」にはキダチト
ウガラシのみが利用されていたようだった。 
マルク州およびミクロネシア連邦には基

本的にトウガラシとキダチトウガラシしか
分布していないという結果は、トウガラシ属
植物のアジアへの伝播を考える上で、非常に
有益な情報となりうるであろう。 
 
(2) 文化資源―特に薬用に着目して― 
 ミクロネシア連邦の 4 州についてトウガラ
シ属植物の薬用例をまとめたのが表 1 である。
ミクロネシア連邦では、果実が関節痛・眼
病・駆虫・下痢・歯痛・頭痛・鼻水に、種子
が歯痛に、葉が眼病・傷口・止血・耳垂れに、
花が難産に、根が傷口に利用されており、ト
ウガラシ属植物の様々な部位が薬として用
いられている点が、日本におけるトウガラシ
属植物の薬用例と大きく異なっていること
が明らかとなった。トウガラシ属植物の葉を
傷口や腫れ物、おできに用いる事例は、オセ
アニアの幅広い地域で知られている。もとも
とはナス属植物の葉が利用されていたが、ト
ウガラシ属植物がこの地域に伝播したあと、
その葉が利用されるようになったと考えら
れている（Whistler 1992）。腹痛時に果実を丸
のみにする、果実を食べるとよい、のような
利用例は、日本を含めたアジア・オセアニア
の幅広い地域で知られている（Yamamoto 
2011）。果実の辛味成分であるカプサイシン
類には抗菌・鎮痛作用がある（岩井・渡辺 
2000）。各地で下痢や歯痛に利用されている
のも、科学知ではなく経験知によってトウガ
ラシ属植物の果実に抗菌・鎮痛作用があるこ
とを見出したのかもしれない。 
 



表1　ミクロネシア連邦におけるトウガラシ属植物の薬用例

地域名 島名 病名等 利用
部位

用法

ヤップ州 ヤップ諸島 駆虫 果実 食べるとお腹の虫が
いなくなる、子供の
お腹に虫がいたら食
べさせるとよい

頭痛 果実 果実をつぶして皿に
おき、少し離れたと
ころから匂いをかぐ
とよい

鼻水 果実 果実を食べると鼻の
通りがよくなる

ウェノ島 眼病 果実 たくさん食べると目
にいいと聞く

駆虫 果実 腹に虫（nikanipun）
がいるとき、10個の
果実を飲むと、虫を
殺すことができる

歯痛 果実 歯が痛い時に果実
をつぶしてその部位
につける

眼病 葉 葉をたくさん食べる
と目にいいと聞く

傷口 根 根を乾燥させ、ココ
ナッツオイルにまぜ
ると、いいスキンオイ
ルになる、怪我した
ときに塗るとよい

ロマヌム島 歯痛 種子 歯が痛い時に種子
をその部分につめる

ピスパネウ島 眼病 果実 manakini （果実を酢
につけた調味料）を
たくさん食べている
と、目が悪くならない
という

ポンペイ島 駆虫 果実 果実を食べると胃腸
にいる虫を殺すこと
ができる

傷口 葉 葉を絞った汁をたら
す、または葉を揉ん
で患部につけ、布で
まくと傷がよくなる

止血 葉 葉をもみ、傷にお
き、布でまくと止血で
きる

耳垂れ 葉 葉をつぶし、その汁
を耳にいれて乾か
すとよい

難産 花 ①花を5個とか10個
とかまとめ、妊婦に
食べさせる、②後産
を促進するため、花
を6つ集め、その女
性の髪の毛一本でく
くり、その女性に飲
ませる

モキール島 傷口 葉・蕾 若い葉（蕾も含む）
をきざんでつぶし、
ベイビーオイルを3
滴たらして、それらを
傷口におき、布でか
ぶせる

ピンゲラップ島 関節痛 果実 関節が痛いときにた
くさんたべるとよい

コスラエ島 下痢 果実 下痢の時に食べると
よい

歯痛 種子 歯痛のとき、種子を
その場所につめる

傷口 葉 葉をつぶして、その
汁を、傷やうちみに
つけるとよい

チューク州

ポンペイ州

コスラエ州

 

 
マルク州では、腫れ物・おできに葉をつぶ

して塗る、傷口に果実の汁をつけると早く傷
がふさがる、葉とシャロットをつぶして火に
くべ、その汁を下痢の子供に飲ませる、根・
ニクヅクの葉・チョウジノキの葉・ランサの
葉などを一緒に煮て、その汁を出産後の女性
に飲ませるとよい、歯が痛いときに葉をつぶ

して貼る、子供が目の病気に罹った時、母乳
に葉を混ぜてつぶして目に入れる、子供が高
熱で痙攣をおこしたとき、葉の汁を飲ませる
とよいなどの情報が得られた。やはりマルク
州でも、トウガラシ属植物の葉が腫れ物やお
できに用いられていた。 
 今後もアジア・オセアニアにおいてトウガ
ラシ属植物の文化資源（食文化・酒文化・物
質文化・精神文化）に関する現地調査を継続
して行い、その研究結果と文献・資料の情報
をもとにして、文化資源を地域間・民族間で
比較検討し、類型化を試みる必要がある。 
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木英治・桑原季雄・平 瑞樹・山本智子・
坂巻祥孝・河合 渓編）、2016、pp. 40-43. 

 
〔その他〕 

2016 年 3 月 23 日に「アジア・オセアニア
におけるトウガラシ属の民族植物学的研究」
で日本熱帯農業学会の奨励賞を受賞した。 
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